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Ⅱ 審査結果報告  
１．総合所見  
 本論文は、1970 年代以降における「助け合い活動」の拡大と衰退の過程を、社
会運動研究の概念枠組みを用いることで実証的に分析し、岐路に立つ介護系 NPO
の方向・進路の選択における諸条件を仮説的に提示した意欲的な論文である。介護
系 NPO を含むインフォーマルな福祉活動に関する社会福祉学的研究は、それらを
政策運営の「資源」として道具的に捉えようとする議論と、政策運営システムとは
緊張関係にある変革的な「主体」として対決図式のもとで捉えようとする議論とに
二分されてきた。だが本論文は、ときに政策遂行の道具となり、ときに変革の主体
にもなる一方で、道具化を通じて自らのビジョンの実現を果たすこともあるインフ
ォーマルな福祉活動の両義性を直視しようとする。その意味で本論文は、硬直化し
た議論状況を突破する可能性を秘めた研究として、高く評価できる。  
 
２．評価すべき点  
（１）本研究は、「たたかいの政治」として捉えた介護系 NPO 等による「助け合
い活動」の展開を分析するにあたって、社会運動研究の「サイクル論」や「レパー
トリー変化モデル」を援用し、長期に渡る住民グループの動きに解釈の枠組みを与
えることを通して、これまで見過ごされてきた運動形成の諸条件を捉えることに成
功している。  
（２）社会運動研究の概念枠組みを分析用具とすることで、「助け合い活動」が内
包する「変革的性格」に焦点をあて、制度環境が変容するなかでの今日的な可能性
を論理的に明確化しようとしたことは、当該テーマの研究における問題提起として
大きな意義がある。  
（３）NPO への丸投げが問題化されている現状を読み解く一助になりうるという
意味で、時機を得たテーマ設定といえる。丹念に先行研究を読み込み分析枠組みを
導出するプロセスは手堅く、慎重さを印象づける。分析と考察に説得力があり、論
旨も一貫している。  
 
３．課題とされる点  
（１）著者自身も自覚していることだが、事例検討が 1 事例に留まっていること
が本論文の課題である。取りあげた事例の特徴や T 会の位置づけについても分析
が不足している。  
（２）米国の社会運動研究を日本的状況に適用するにはもう一工夫必要である。  
（３）筆者は自らのスタンス（志向性や価値判断）について過剰に禁欲的であろう
としている。そのため、介護系 NPO と「助け合い活動」はどうあって欲しいのか、
「生活支援の互助化」をどう評価しているのかについて踏み込んで語っておらず、
今後に向けた示唆や展望を求める読み手には不満が残るだろう。  
 
４．結論  
 以上、指摘された課題への対応が期待されるものの、論文審査委員は全員一致で、
本論文が博士（社会福祉学）を授与するに充分値するものと認められるとの結論に
達した。  
